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ごミ主意 

(1) 本書の内容の一部または全部を無断転載することは禁止されています。 

に）本書の内容に閱しては将来予告なしに変更することがあリます。 

(3) NEC の許巧な < 複製 - 改変などを巧うことはできません。 

(4) 本書は内容について万全を期して作成いたしましたが、万一ご不審な点や誤リ、記載もれなどお気づきのことがありました 6 、 
お買い求めの販売店にご連絡ください。 

( 日）運巧した結果の影響については (4) 項にかかわ 6 ず責任を負いかねますのでご了承ください。 


◎ NEC Corporation 2004 



A 使用上のご注意 


-化ずお読み<ださぃ- 


本製品を安をに正し < ご使用になるためじ必要な情報が記載されてし > ます。 


本製品を安をにお使いいただくために、このユーザーズガイドの指示に従って操作してくだ 
さい。 

この ユーザーズ ガイドには本製品のどこが危険ろ\指示を守6ないとどのような危険に遭う 
か、どうずれば危険を避け6れるかなどについて説 B 月されています。また、装置内で危険が 
想をされる箇所またはその付近には警告ラベルが目より付け6れていまず(本体に印刷されて 
いる場合ちあリます）。 

ユーザーズガイド，および警告ラベルでは、危険の程度を表す言葉として，「警告」と r を意」 
という用語を巧巧しています。それぞれの届語は次のような意巧を持つものとしてを義され 
ています。 

■ノ指示を守 S ないと、人び死じする、または重傷を負うおそれがあることを 


A ミ主意 


指示を守 S ないと、义傷やけがなどを負ラおそれや物の損害を負ラおそれ 
があることを示しまず。 


危険に対するを意-表示は次の3種類の記号を使って表しています。それぞれの記号は次の 
ような意巧を持つものとして定義されていまず。 


、/ k 

(感電ま意） 


(分解禁止） 


A 

ま意の喚起 

この記号は指示を守らないと、危険が発生ず 
るおぞれがあることを表しまず。記号の中の 
絵表示は危険の内容を図案化したものでず。 

Q 

行為の禁止 

この記号は行為の禁止を表します。記号の中 
や近くの絵表示は、してはならない巧為の内 
容を國案化したものでず。 


行為の強制 この記号は行為の強制を表します。記号の中 

の絵表示は、しなければならない行為の内容 
を図案化したものです。危険を避けるためじ 
はこの行為が必要でず。 


例 ） A 

處 

(プラグを抜け） 


指定 1 U 巧のコンセントに差し込まない 

電源は指をされた電圧、電源の壁付きコンセントをお使いください。指定外の 
電源を使うと义災や漏電の原因となります。 


A ミち意 


(ユーザーズガイドでの表示例） 

ミち意を促す記号 を険に対するま意の内容 を険の程度を表す巧語 


このユーザーズガイは、必要なときすぐに参照できるよう、お手元に置い 
ておくようにしてください。 r 使用上のごを意」をがずお読みください。 


使用上のごま意 











A 

感電のおそれのあることを示しま 
ず。 


指がはさまれてけがをずるおそれ 
があることを示しまず。 

A 

高温による傷害を負ラおそれがあ 
ることを示しまず。 

A 

爆発や破裂による傷害を負ラおそ 
れがあることを示しまず。 

巧為の禁止 

Q 

特定しない一般的な禁止を示しま 

ず。 


乂気に近づけないでください。発 
乂ずるおそれがあ0まず。 

(D 

指定された場所には軸5ないでく 
ださい。感電や义傷などの傷害の 
おそれがあ0まず。 

巧為の苗制 






瓜 

凳煙またはお火のおそれがあるこ 
とを示しまず。 

A 

けがをするおそれがあることを示 
しまず。 

A 

特定しない一般的なま意-警告を 
巧しポず。 


本装置を分解*修理-改造しない 
でぐださい。感電や乂災のおそれ 
がありまず。 

めれた手で軸5ないでください。 
感電ずるおそれがありまず。 

水や液体がかかる場所で使用しな 
いでぐださい。水にめ5ずと感電 
や発火のおそれがありまず。 















まを上のご注意 


本装置を安全にお使いいただ<ために、ここで説 B 月するを意事項をよ<読んでご理解し、巧 
全にご活用ください。記号の説巧については iii ページの『安全にかかわる表示について J の説 
明を参照してください。 


全般的なミち意事項 


Q 


瓜卷 


A 


Q 


瓜。 


人命に関わる業務や高度な信頼性を必要とずる業務には使用しない 

本装置は、医療機器-原子力設備や磯器、航空宇宙磯器-輸送設備や磯器など、 
人命に関わる設備や磯器および高度な信頼性を必要とする設備や機器などへの組 
み込みやこれらの横器の制御などを目的とした使巧は意図されておりません。こ 
れ6設備や機器、制御システムなどじ本装置を使用した結果、人身事故、財産損 
害などが生じても弊せはいかなる責任も負いかねます。 

煙や異臭、異音がしたまま使用しない 

万一、煙、 異臭、異音などが生じた場合は、ただちに電源を OFF にして電源プラ 
グをコンセントから抜いて<ださい。その後、お買い求めの販売店または保守 
サービス含社にご連絡ください。そのまま使用すると义災の原因となりまず。 

針金や金属片を差し込まない 

通気孔やフ□、ソピーディスクドライブ、 CD - ROM ドライブのすきまから金属片や 
針金などの異物を差し込まないでください。感電の危険がありまず。 

規格がのラックで使用しない 

本装圏ま EIA 規格に適合した19型(インチ）ラック[こも取り付けて使巧できまず。 
EIA 規格に適合していないラックに取りがけて使巧しないでください。本装置が 
正常に動作しなくなるばかりか、けがや周囲の破損の原因となることがありま 
ず。本装置で使用できるラック[こついては保守サービス会社にお問い合わせくだ 
さい。 

指定 1 U がの場所で使用しない 

本装置を取りがけるラックを設置環境に適していない場所には設置しないでくだ 
さし、 

本装置やラックに取り付けているその他のシステムに悪影響をおよぼすばかりで 
なく、义烫やラックの転倒によるけがなどをするおそれがありまず。設置場所に 
関する詳細な説明や耐震工事に ついては ラック[こ添付の説明書を読むか保守サー 
ビス会社にお問い合わせ<ださい。 


使用上のご；江意 


V 





A ミち意 


瓜/? \ 

海列で使用しない 

本装置は、日本国内専巧の装置でず。海外では使用できません。この装置を海外 
で使巧すると义烫や感電の原因となりまず。 


装置巧に水や異物を入れない 

A A 

装置内にかなどの液体、ピンやクリップなどの異物を入れないでください。义烫 
や感電、故障の原因となりまず。もし入ってしまったときは、すぐ電源を OFF じ 
して、電源プラグをコンセントか6抜いてください。分解しないで販売店または 
保守サービス含社にご連絡ください。 



ラックの設置-取扱いに関ずるを意事項 


A ミち意 


1 人で搬送•設置をしない 

AQ 

ラックの搬送-設置は2人 W 上で巧ってください。ラックが倒れてけがや周囲の 
破損の原因となります。特に高さのあるラック （44 U ラックなど)はスクビライザ 
など[こよって固定されていないときは不安定な状態じありまず。かならず2人 W 
上でラックを支えながら搬送-設置をしてください。 


荷重が集中してしまラよラな設置はしない 


ラック、および取り付けたデバイスの重量が一点に集中しないようスタビライザ 
を取り付けるか、複数台のラックを連結して荷重を分散して<ださい。ラックが 
倒れてけがをするおそれがあ y ます。 

AQ 

1人で部品の取り付けをしない 

ラック用のドアやトレーなどの部品は2人じ(上で取り付けて<ださい。部品を落 
として破損させるばかりでなく、けがをずるおそれがあります。 

Q 

ラックが不ま定な状態でデバイスをラックか6引き出をない 

ラックから装置を引き化す際は、'必ずラックを安走させた状態（スクビライザの 
設置や耐震工事など)で引き化してください。 

Q 

複数台のデパイスをラックか6引き出した状態にしない 

複数台のデバイスをラックから引き化ずとラックが倒れるおそれがあります。装 
置は一度に1台ずつ引き化してください。 


定格電源を超える配線をしない 

A \ 

やけどや义烫、装置の損傷を防止するためにラックに電源を供給ずる電源分岐回 
路のを格負荷を超えないようじしてください。電気設備の設置や配線に関して 
は、電源工事を巧った業者や管轄の電力会社にお問い合わせください。 








電源-電源コードに関ずるを意事項 



A ® I 

A A 

Q 


めれた手で電源プラグを持たない 

姑れた手で電源プラグの抜き差しをしないでください。感電するおそれがありま 
す。 

アース線をガス管につなびない 

アース髓は絶対[こガス管につながないで<ださい。ガス爆発の原因[こなります。 


1 1 


A 注意 



A A 


A 


A A 


AA 


指定むがのコンセントに差し込まない 

指をされた電圧で指定のコンセントをお使い<ださい。指定以外で使うと义烫や 
漏電の原因となりまず。 

また、延長コードが'必要となるような場所には設置しないで<ださい。本装置の 
電源仕様に合っていないコード[こ接続すると、コードが過熱して义烫の原因とな 
リます。 

たこ足配線にしない 

コンセントにを格 W 上の電流が流れることじよって、過熱して义烫の原因となる 
おそれがあります。 

中違半端に差し込まない 

電源プラグは根元までしっかりと差し込んで<ださい。中途半端に差し込むと接 
触不良のため発熱し、义烫の原因となることがあります。また差し込み部にほこ 
りがたまり、水滴などが付くと発熱し、义災の原因となるおそれがあります。 

指定 1 U がの電源コードを使わない 

本装置に添付されている電源 コー ド W 外の コー ドを使わないでください。電源 
コー ド[こを格 W 上の電流が流れると、义烫の原因となるおぞれがありまず。 

また、電源コードの破損による感電や义烫を防止ずるためじ次のを意をお守り< 
ださい。 


コード部分を引っ張らない。 
電源コードをキ斤り曲げない。 
電源コードをねじらない。 
電源コードを踏まない。 

電源コードを束ねたまま使わ 
ない。 

電源コードをステープラなど 
で固定しない。 


電源コードをはさまない。 

電源コードに薬品類をかけない。 

電源コードの上にものを載せない。 

電源コードを改造-力 □エ- 修復しない。 
損傷した電源コードを使わない。（損傷し 
た電源コードはずぐ同じ規格の電源コード 
と取り替えてください。交換に関しては、 
お買い求めの販売店または 保守サービス 会 
社にご連絡ください。） 


















お手入れ-内蔵機器の取り扱いに関するミ主意事項 



自分で分解*修理*改造はしない 

本書に記載されている塌合を除き、絶対(こ分解したり、修理■改造を巧ったりし 
ないで<ださい。装置が正常に動作しな<なるばかりでな<、感電や义烫の危険 
がありまず。 

リチウムバッテリを取り列さない 

本装置内部にはリチウムバッテリが取り付けられています。リチウムパ、ソテリを 
取り外さないでください。リチウムパ、ソテリは义をおづけたり、水に覆けたりす 
ると爆発ずるおそれがあります。 

また、リチウムバッテリの寿命で装置が正しく動作しなくなったときは、ご自分 
で分解-交換-充電などをせずにお買い求めの販売店、または保守サービス会社 
じ速絡してください。 

プラグを差し込んだまま取り扱わない 

お手入れや本装置内蔵用オプシヨンの取り付け/取り外し、装置内ケーブルの取 
りがけ/取り外しは、本装置の電源を OFF にして、電源プラグをコンセントから 
抜いて巧ってください。たとえ電源を OFF [こしても、電源コードを接統したまま 
装置内の部品に触ると感電ずるおそれがあります。 

また、電源プラグはときどき抜いて、乾いた布でほこりやゴミをよくふき取って 
ください。ほこりがたまったままで、水滴などが付くと発熱し、义烫の原因とな 
るおそれがありまず。 


AA 

® 


A A 


AA 


指定む外のインタフ！ースケーフルを使用しない 

インタフェースケーブルは、弊社が指定する电のを使用し、接続する装置やコネ 
クタを巧認した上で巧続してください。指定 W 外のケーブルを使用したり.接続 
先を誤ったりずると，ショートじよリ义災を起こすことがありまず。 

また，インタフェースケープルの取り扱いや接続について次のを意をお守りくだ 
さい。 

• 巧損したケーブルコネクタを使用しない。 

• ケープルを踏まない。 

• ケープルの上にものを載せない。 

• ケープルの接続がゆるんだまま使用しない。 

• 巧損したケーブルを使用しない。 


A 注意 


使用上のごま意 










/ M ま意 


A 


A 


AA 


巧温ま点 

本装置の電源を OFF にした直後は、内蔵型の八ードディスクドライブなどをはじ 
め装置内の部思が高温になっていまず。十分に冷めたことを確認してから取り付 
け/取り外しを巧ってください。 

中遠半端に取り付けない 

電源ケープルやインタフェースケーブル、ボードは磕実に取り付けてください。 
中途半端に取り付けると接触不良を起こし、発煙や発义の原因となるおそれがあ 
ります。 

コネクタカバーを取り付けずに使用しない 

内蔵デバイスと接続していない電源ケープルのコネクク[こはコネクタカバーが取 
りがけられています。使巧しないコネクタにはコネクタカバーを取りがけてくだ 
さい。コネクタカバーを取り付けずに使巧ずると、コネクタが内部の部品[こ接触 
して义災や感電の原因となりまず。 


運用中のを意事項 


A ミち意 

AA 
(§) 运 

雷が嶋った 5 軸! 5 ない 

雷が発生しそうなときは電源プラグをコンセントから抜いてください。また電源 
プラグを抜<前に、雷が鳴りだした6、ケーブル類も含めて装置[こは触れないで 
ください。义烫や感電の原因となりまず。 


ぺットを近づけない 

本装置(こぺットなどの生き物をおづけないでください。排泄物や体毛が装置内部 
じ入って义烫や感電の原因となります。 

A 

CD - ROM ドライブのトレーを引き出したまま放置しない 

引き化したトレーの間からほこりが入り誤動作を起こずおそれがあります。ま 
た、トレー(こぶつかりけがをするおそれがありまず。 

Q 

近くで携帯電話や PHS 、 ポケットベルを使わない 

本装置のそばでは携帯電話や PHS 、 ポケットペルの電源を OFF じしておいてくだ 
さい。電波による誤動作の原因となります。 


動作中に装置をラックか5引さ出さない 

AQ 

本装置が動作しているときにラックから引き化したり、ラックから取り外したり 
しないでください。装置が正しく動作しなくなるばかりでなく、ラックから外れ 
てけがをするおそれがあります。 


巻さ込みミち意 


本装置の動作中は背面にある冷却ファンの部分に手や髪の毛をおづけないでくだ 
さい。手をはさまれたり、髪の毛が巻き込まれたりしてけがをずるおぞれがあり 
ます。 










本体内の危険性を秘める部品やその周辺には警告ラベルが表示されています(警告ラベルは 
本体に EP 刷されているか、目より付け5れている場合があります)。これは本体を取り扱う際、 
考えられる危険性を常にお客様に意識していただくためのものです（ラベルをはがしたり、 
塗りつぶしたり、ミちしたりしないでください）。もしこのラベルが貼りがけられていない、 
はがれかかっている > ミちれている、本体に EP 刷されていないなどしているときは販売店にご 
連絡ください。 


么ミち意 CAUTION 


高湿になるコンポーネントがあります。十分じぶえてから魄れるようじして < ださい。 /\ 

As some components may become verv hot during system operation, 

give ample time to allow cooling as well as use precaution 

when handling internal components immediately after powering down. 

電源を切ってもバッテリで巧働している部みがあります。 A 

保守をする前にを々のコンポーネントの田 ! リ圾い説明書をお読みください。 れ \ 

Some internal components may still be operational on battery power. 

Refer to instruction manuals for this system 
as well as options prior to maintenance. 

オプションの取付け . 取外し時は電源プラグをコンセントからおき，タト部装置と接揣しているケープルを外して下さい。 

Disconnect all AC power cords from both system a 

and external peripherals prior to / 々 \ 

installing/removing options. 電源プラグをお < 感電注意 

ネジは本体内部へ落とさない様，十巧ごま意下さい。 A 

Do not drop anv screws inside the system. / 々 \ 

ボードあびオプション微器の接続の隙は . 必ずユーザーズガイドを参照し . 正しく接続しててさい。 A 

誤った接続は，巧隋や义巧の原因となります。 ム ^ 

Refer to "User’s Guide" when option board or peripherals are 
installed. Incorrect installations may result in damage to the system 
and lead to accidents. 

指をはさんだり . ふ ’ つけたリしないようじ注意して下さい。 A 

To avoid the risk of personal injury, 

be careful when accessing the inside of the system. 

装置の持ち上げ . 移動の際は . 装置の底面をしっかり持って持ち上げててさい。 A 

Firmly hold the bottom of tne system when required 
to lift and carry the system. 



これむ上引くと落下しまず。 

Firmly hold the bottom of the system 
when removing from the rack cabinet. 


落下ま意 


ミモ意 
CAUTION 


使用上のごま意 
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取り扱い上のご注意 


本装置を正しく動作させるために次に示すを意事項をお守り<ださい。これらのを意を無視 
した取りあいをすると本装置の誤動作や故障の原因となります。 

• 周辺機器へのケーブルの接続/取りかしは本体の電源を OFF になっていることを確認し， 
電源コードをコンセントか6かした後に行ってください。 

• 電源の OFF やフ□、ソピーディスクの取り化しは、本体のアクセスランプが消好している 
のを確認してから巧ってください。 

• 本体の電源を一度 OFR こした後、再び ON にするときは10秒上経過してか6にしてくだ 
さい。お停電電源装置 ( UPS ) に接続している場合わ10秒じ(上経過してから ON になるよ 
うにスケジューリングの設ををしてください。 

• 本体を移動する前に電源を OFF にして、電源プラグをコンセントか6おいてください。 

• を期的に本体を清掃してください(清掃は7章で説明しています)。を期的な清掃はさまざ 
まな故障をホがに防ぐ効まがあります。 

• 落雷等が原因で瞬闇的に電圧が低下することがあります。この対策として無停電電源装 
置等を使用することをお勧めします。 

• CD 規格に準拠しないロピーガード付き CD 」 などのディスクじつきましては， CD 再生機 
器における再生の保証はいたしかねます。 

• PCI ス□ットに搭載したオプションの LAN ボードに接続したケーブルを抜くときは、コネ 
クタのツメが手では押しにくくなっているため、マイナスドライバなどを使巧してツメ 
を押してないてください。その際に、マイナスドライバなどが LAN ポートやその化の 
ポートを玻損しないよう十分にを意してください。 

• 次のを件に当てはまる場合は、運用の前にシステム時計の確認•調整をしてください。 

一装置の輸を後 

一装置の保管後 

一装置の動作を保証する環境桑件(温度：10て〜35で-湿度： 20%〜80%)か6かれた 
を件下で休止状態にした後 

システム時計は毎月1回程度の割合で磕認してください。また，高い時刻の精度を要 
求するようなシステムじ組み込む場合は、タイムサーバ ( NTP サーバ)などを利用して 
運用することをお勧めします。 

システム時計を調整しても時聞の経過と共にきしい遅れや進みが生じる場合は，お買 
いずめの目反売店、または保守サービス会社に保守を化頼してください。 

• 再度、運用する際> 内蔵機器や本体を正し<動作させるためにわ室温を保てる場所に保 
管することをお勧めしまず。 

装置を保管する場合は、保管環境条件(温度；-101：〜55で、湿度： 20%~809 6) を守っ 
て保管してください（ただし、結露しないこと）。 
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• 本装置、内蔵型のオプション機器、バックアップ装置にセットするメディア（テープカー 
トリ ッジ)などは、きい場所か6暖かい場所に急に持ち込むと結露が発生し、そのまま使 
用ずると誤作動や故障の原因となります。保管した大切なデータや資産を守るために 
も、 使用環境に十分になじませてか6お使いください。 

参考： 冬季 (室温と10度 iU 上の気温差)の結露防止に有効な時闇 

ディスク装置；約2~3時圍 
メディア： 約1曰 

• オプションは本体に取り付け6れるものであること、また接続できるものであることを 
お認してください。たとえ本体に取り付けや接続ができても正常に動作しないばかり 
か、本体が故障することがありまず。 

• オプションは弊社の純正品をお使いじなることをお勧めします。他社製のメモリや八一 
ドディスクには本装置に対応したわのもありまずが、これ6の製品が原因となって起き 
た故障や巧損については保証期聞中でも有償修理となりまず。 

イ呆；サービスについて 

本装置のイ呆守に関して專門的な知識を持つイ呆库員によるを期的な診断•イ呆守サービスを 

用意しています。 

本装置をいつまでもよいが態でお使いになるためにも、保守サービス会社とを期イ呆守 
サービスを契約されることをお勧めします。 


使用上のご：江意 
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〜 Memo 



はじめに 

このたびは， NEC の InterSec シリーズをお買いホめいただき、まことにありがとうございます。 

本製品は、インターネットビジネスに欠かせないファイアウォール機能、キャッシュ機能、メールサービ 
ス、 Web サービス、ウィルスチェック機能など、を機能をそれぞれの専用八ードウェアに集約した NEC の 
InterSec シリーズの1つです。 

コンパクトなボディに高性能と容易性を凝縮し、堅牢なセキュリティ機能が巧全で高まなネットワーク環 
境を提供いたします。 

また，セットアップのわずらわしさをまったく感じさせない専届のセットアッププ□グラムやマネージメ 
ントアプリケーションは、お客様の一元管理の元でさらに細やかで高度なサービスを提供します。 

本製品の持つ機能を最大限に引き化すためにも、ご使届になる前に本書をよくお読みになり > 装置の取り 
扱いを十分にご理解<ださい。 


はじめに 
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本書について 

本書は，本製品を正しくセットアップし、使用できるようにずるための手引きです。セットアップを斤う 
ときや日常使用する上で、わか6ないことや具合の悪いことが起きたときは、取りあい上の安全性を含め 
てご利用 < ださい。 

本書は常に本体のそばに置いていつでも見6れるようじして<ださい。 


本文中の記号について 


本書では巻頭で示した安全にかかわるを意記号の他に3種類の記号を使用しています。これ 
らの記号と意巧をご理紹になり、装置を正しくお取リキ及いください。 


w ~0 

a 動 

装置の取り扱いや、ソフトウエアの操作で守らなければならない事柄や特にミま意をずべ 
き点を示しまず。 


装置やソフトウエアを操作する上で確認をしておく必要がある点を示します。 

rEvTI 

知っておくと役に立つ情報节、便利なことなどを示します。 


本書の再購入にごいて 


もし本書を紛失された場合は、最寄りの販売店、またはお買い求めの販売店にごち談<ださ 
い。ユーザーブガイドは、 In 佑 rSec シリーズのホームぺージからダウン□ー ドずることがで 
きます。 


http://nec8.com/ 
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本書の構巧にごいて 


本 


本書は7つの章から構成されています。それぞれの章では次のような説明が記載されていま 
ず。なお、巻末にはイ寸録•索引があります。必要に応じてご活用ください。 

n-O 「使巧上のごミち意」をはじめにご覧ください 

本編をお読みになる前に必ず本書の巻頭に記載されている r 使用上のごま意」をお読みくだ 
さい。「使用上のごま意 J では、本製品をま全に、正しくお使いになるために大切なま意事 
項が記載されていまず。 


に 

二) 

い 

て 


第1章 InterSec シリーズについて 本製品の特長が添付のソフトウェアについて説明しま 
す。 

第2章八ードウェアの取り扱いと操作 本体の設置や接続、各部のを称などシステムの 
セットアップを始める前や運庙時に®っておいていただきたい基本的なことがらに 
ついて説明していまず。 

第3章システムのセットアップ 専用ツールじよるセットアップなど装置を使用できるま 
での 作業とミ主意事項を説明しまず。再セットアップの方法についても説明していま 
す。 

第4章システムの管理 クライアントマシンから Web ブラウザを使って本装置にアクセス 
するちまや Web ブラウザ上に表示される 「Management Console 」 を使ったシステ 
ムの設定や状態のチェックの方法について説明しまず。 

第已章保守•管理ソフトウェア 本体に添付の rEXPRESSBUILDER ( SE ) CD - ROM 」 の巧 
い方と CD - ROM にあるツールやアプリケーションの使用方法について説明しまず。 
また、本体添付の rEXPRESSBUILDER ( SE ) CD - ROM 」 および「バックアップ CD - 
ROM 」 にそれぞれ収納されている 「 ESMPRO / ServerManager 」 と 「 ESMPRO / 
ServerAgent 」 の巧用方法じついては、それぞれの CD - ROM に格納されているオン 
ラインドキュメントをご覧ください。 

第6章システムの拡張とコンフイグレーシヨン 内蔵オプションの取りがけ/取りかしち法 
と、 B の S の設を内容の殖認と変更ちま、標準装備の RAID コント□ーラを使った 
RAID の設定方法などについて説 B 月します。 

第7章故障かな？と思ったとさは 「故障かな？」と思ったときは，装置の故障を疑う前に 
参照してください。また> この章では故障をホがに防ぐための保守のしかたや 
InterSec シリーブをご利届のお客様に提供しているサービスについても紹介してい 
ます。 
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付属品の確認 

捆包箱の中には、本体じ(外にいろいろなイ寸属品が入っていまず。添付の構成品チェックシートを参照して 
ずべてがそろっていることを確認し、それぞれ点横してください。万一足りないものや損傷しているもの 
がある場合は、販売店に連絡して<ださい。 

TI -0 付属品について 

• 添付品はセットアップをずるときやオプションの増設、装置が故障したときに必要とな 
りまずので大切に保管してください。 

• オペレーティングシステムに添付のソフトウ I ア登録カードは、所定事項をご記入の 
上、必ず投函してください。 

• フ□ッピーディスクが添付されている場合は、フ□ッピーディスクのバックアップを 
とつてくだをい。また、添付のディスクをマスタディスクとして大切に保管し、バック 
アップディスクを使用してください。 

• 添付のフ□ッピーディスク、または CD - ROM は使用ち法を誤るとお客様のシステム環 
境を変更してしまうおそれがありまず。使用についてご不明な点がある場合は、無理な 
操作をせずにお買い求めの販売店、または保守サービス会社にお問い合わせください。 
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第云者への譲渡について 

本体または、本体に添付されているものを第兰者に譲渡（または売が)するときは> 次のを意を守ってくだ 
さい。 

• 本体について 

第兰をへ譲渡（または売巧）する場合には> 使用上のごを意を一緒におミ度しください。 

W -0 "-ドディスクドライブ巧のデータについて 

譲渡ずる装置巧に搭載されている A - ドディスクドライプに保存されている大切なデー 
夕(例えば顧客情報や企業の経理情報など)び第 H ちへ漏ミまずることのないようにお客様 
の責任において確実に処分してくだをい。 

オペレーティングシステムのコマンドなどを使巧して削除ずると、見た目は消去された 
よ5に見えまずび、実際のデータは"ードディスクドライプに 書 さ込まれたままの状態 
にありまず。完全に消去されていないデータは、特殊なソフトウェアにより復元され、 
モ期せめ用をにお用されるおそれびありまず。 

このよ5なトラプルを回避ずるために巿版の消去巧ソフトウェア(ち償)またはサービス 
(ち償)を利巧し、お実にデータを処分•ずることを強くお勧めしまず。データの消去につ 
いての詳細は、お買い巧めの販売店またはな守サービス会社にお問い合わせください。 

なお、データの処分をしないまま、譲渡(または売却）し、大切なデータび漏洩された場 
合、その責任は負いかねまず。 

• 添付のソフトウェアについて 

添付のソフトウェアを第兰者に譲ミ度(売巧)する場合には、 iU 下のを件を満たすあ、要があ 
ります。 

一添付されているすべてのわのを譲渡し、譲ミ度した側は一切の複製物を保持しないこと 
一各ソフトウェアに添がされている『ソフトウェアのご使届を件』の譲渡、移転に関す 
るを件を満たすこと 

一譲ミ度> 移転が認められていないソフトウェアについては、インストールした装置か 
6削除した後、譲ミ度すること 


付属品の確認/第 I 二者への譲渡について 
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マザーボード 


消耗品-装置の廃棄について 

■ 本体および八ードディスクドライブ、フ□、ソピーディスク、 CD - ROM やオプションの 
ボードなどの廃棄については各自ミ台体の廃棄ルールに従って<ださい。詳し<は、各自 
治体へお問い含わせください。 

11-0 • 本体のマザーボード上にあるバッテリの廃棄(および交換)についてはお買いホめの 

販売店または保守サービス会社までお問い合わせください。 

• 八ードディスクドライブやバックアップデータカートリッジ、フ□ッピーディス 
ク、その他書き込み可能なメディアに D - R / CD - RW など）に保存されているデータ 
は、第云をによって復元や再生、再利用されないよラお客様の責任において確実に 
処分してか5廃棄してください。個人のプライバシーやを業の機密情報を保護ずる 
ために十分な配慮び必要でず。 

■ 本体の部品の中には、寿命により交披が必要なものがあります(ぶ却ファン、本体内蔵の 
パ、ソテリ、内蔵 CD - ROM ドライブ、フ□、ソピーディスクドライブなど)。装置を安定して 
碌働させるために、これらの部品を定期的に交換ずることをお勧めします。交換や寿命 
については、お買い求めの員反売店、または保守サービス会社にご連絡<ださい。 



リチウム電池を取りがさない 


本装置内部[こはリチウム電池が取り付けられていまず。リチウム電池を取り外さな 
いでください。リチウム電池は义をおづけたり、フ时こ浸けたりずると爆発するおそ 
れがありまず。 

また、リチウム電池の寿命で装置が正しく動作しなくなったときは、ご自分で分 
解■交換-充電などをせずにお買い求めの販売店、または保守サービス会社に連絡 
してください。 



4 

A 




XX 

























































A 使用上のごま意-必ずお読み<ださい- . 

安全じかかわる表示じついて . 

本書と警告ラペルで使巧する記号とぞの内容 . 

安全上のごま意 . 

全般的なま意事項 . 

ラックの設置-取扱いに関するま意事項 . 

電源-電源コードに関するを意事項 . 

設置-移動-保管-接統に関するま意事項 . 

お手入れ-内蔵磯器の取リキ及い[こ関ずるま意事項 

運巧中のま意事項 . 

警告ラベルについて . 

取り撒い上のごま意 . 

はじめ(こ . 

本書じついて . 

本文中の記号について . 

本書の再購入について . 

本書の構成[こついて . 

付属品の確認 . 

第王者への譲渡について . 

消耗品-装置の廃棄について . 


1 InterSec シリーズについて 

InterSec シリーズとは . 

特長と機能 . 

InterScan VirusWall の化組み . 

MacroTrap . 

InterScan VirusWall のユーザー登録 

添付のディスクじついて . 


2八ードウエアの取り扱いと操作 

設胃 . 

卓上への設置 . 

ラックへの設置 . 

取り付け部品の殖認 . 

必要な工具 . 

取り付け手順 . 

取り外し手順 . 




XXI 






































各部の名称と機能 . 24 

本体前® . 24 

本体麵 . 26 

本体内部 . 27 

7ザーボード . 28 

ランプ表示 . 29 

POWER ランプ . 29 

STATUS ランプ . 29 

DISK ACCESS ランプ . 31 

アクセスランプ . 31 

UID (ュニット ID ) ランプ . 31 

ACT/UNK ランプ . 31 

SPEED ランプ . 31 

接続(こついて . 32 

基本的な操作 . 34 

フ□ントべゼル . 34 

P 0 机 ER スイッチ-電源の ON / OFF / 再起動- . 35 

フ□、ソピーディスクドライブ . 36 

フ□、ソピーディスクのセット/取り出し . 36 

フ□、ソピーディスクの取り扱いじついて . 36 

CD - ROM ドライプ . 38 

CD - ROM のセ、ソ h / 取 y 化し . 38 

取り化せな < なったときの方法 . 39 

CD - ROM の取り撒いについて . 40 

UID スイッチ-本体の確認- . 41 

3システムのセットアップ 


初めてのセットアップ . 44 

初期導入設定用ディスクの作成 . 44 

初期導入設定プ□グラムの実行と操作の流れ . 44 

各入力項目の設定 . 45 

システムのセットアップ . 47 

セットアップの手順 . 47 

セットアップ(こ失敗した場合 . 48 

セットアップの確認 . 49 

ウイルスパターンファイル . 50 

HTTP プ□キシサーバの使巧 . 51 

InterScan Virus 机 all のユーザー登録 . 52 

E - MAIL ( SMTP ) の設定 . 53 

Web ( HTTP ) の設定 . 56 

ファイル転送 ( FTP ) の設走 . 59 

ESMPRO / ServerAgent のセットアップ . 62 

システム情報のバックアップ . 62 

セキュリティパッチの適用 . 62 

管理 PC のセットアップ . 63 

再セ、ソトアップ . 64 

保守巧パーティションの作成 . 64 

システムの再インストール . 64 

初期導入設定用ディスクの作成 . 65 

システムのセットアップと磕認 . 65 

ESMPRO / ServerAgent のセットアップ . 65 

セキュリティパッチの適用 . 65 


XXII 





















































4 システムの管理 


Management Console が提供ずるサービス . 

利巧者の権限 . 

Management Console のセキュリティモード.… 

システム管理者の;ニュー . 

Management Console への□グイン . 

レペル0の墙合 . 

レペル1の場合 . 

レペル2の塌合 . 

サービス . 

ネームサーバ ( named ). 

ファイル転送 ( ftpd ). 

UNIX ファイル共有 ( nfsd ). 

Windows ファイル共有 ( smbd ). 

時刻調整 ( ntpd ). 

ネットワーク管理工ージェント ( snmpd ) 

リモートシェル ( sshd ). 

リモート□グイン(お Inetd ). 

ウイルスチェック . 

システム . 

システム停止/再起動 . 

状態 . 

その他 . 


已保守•管理ソフトウェア 


EXPRESS 巨 UILDER ( SE ). 

起動方法 . 

本体にコンソールを接続しての起動 . 

LAN 接続された管理 PC からの起動 . 

ダイレクト接続に 0 M 巨)された管理 PC からの起動 
EXPRESSBUILDER ( SE ) トップメニュー . 

ツール;< ニュー . 

コンソールレスメニュー . 

起動方法 . 

ツールメニュー . 

マスターコント□—ルメニュー . 

ディスクアレイコンフィグレーション . 

使巧上のま意 . 

使用方法 . 

オフライン保守ユーティリティ . 

オフライン保守ユーティリティの起動方法 . 

オフライン保守ユーティリティの機能 . 

システム診断 . 

システム診断の内容 . 

システム診断の起動と終了 . 

DianaScope . 


目次 

8 8 8 9 999912788999901123 
6 6 6 6 666677777777788888 


2 2222337789 0 01 2 2 3 4 44 7 
9 9999999999 0 00 0 00 0 00 〇 


XXIII 













































BMC Online Update . 

インストール…. 

起動方法 . 

エラー 表示 一覧 

ESMPRO . 

エクスプレス通報サービス ........ 


6システムの拡張コンフイグレーシヨン 


内蔵オプションの取り付け . 

安全上のを意 . 

静電気対策(こついて . 

取り付け/取り外しの準備 . 

卓上に設置している場合 . 

ラックに設置している場合 . 

取り付け/取り外しの手順 . 

ハートティスクトラつゾ . 

DIMM . 

PCI ボード . 

システム BIOS のセットアップ ( SETUP ). 

概要 . 

起動 . 

キーと画面の説明 . 

設走例 . 

パラメークと説明 . 

Main . 

Advanced . 

Security . 

Server . 

Boot . 

Exit . 

リセ、ソトとクリア . 

U セット . 

強制電源 OFF . 

CMOS メモリ■パスワードのクリア . 

割り込みラインと I / O ポートアドレス . 

RAID のコンフィグレーション . 

サポートずる RAID について . 

八ードディスクドライブの取り付け . 

巨 IOS ユーティリティを使巧した RAID の有効化 . 

Array Configuration UtilityfACU ) を使った RAID の構築 

ACU の起動方法 . 

RAID の構築 . 

ディスクアレイの管理 . 

八ードディスクドライブのイニシャライズ . 

Disk Utilities の使用 . 


8 8 8 9 〇 
0 0 0 0 1 


4 


456690061 

111112223 


6 67893363501 
3 33334445566 
^— ^— ^— ^— ^— ^— ^— ^— ^— ^— ^— ^— 


2 2 2 3 
6 6 6 6 


5 

6 


7 778990345 
6 666667777 
^— ^— ^— ^— ^— ^— ^— ^— ^— ^— 


XXIV 














































7 故障かな？と思ったとさは 


日常の保守 . 178 

アラートの確認 . 178 

ステークスランプの確認 . 178 

バックアップ . 178 

クリーニング . 179 

本体のクリーニング . 179 

CD - ROM のクリーニング . 180 

障害時の対処 . 181 

障害箇所の切り分け . 181 

エラー;、ソセージ-電源 ON 後のビープ音- . 182 

トラブルシューティング . 183 

初期導入時 . 183 

運騰 . 183 

初期導入設走用ディスクの作成じついて . 186 

EXPRESS 巨 UILDER ( SE ) [こつし''て . 187 

マスターコント□-ルメニューについて . 188 

ESMPRO (こつし'!て . 189 

システム情報の磕認 . 190 

移動と保管 . 191 

ユーザーサポート . 193 

保証じついて . 193 

修理に化される前に . 194 

修理に化される時は . 194 

補修巧部おについて . 194 

保守サービスについて . 195 

八ードウエアメンテナンスサービス . 195 

オプションサービス . 196 

情報サービスについて . 197 


付歸 A 仕様 . 199 

付録 B 保守サービス会社網一賣 . 200 

索引 . 205 


XXV 

































-ユーザー登録をしましよう！- 

NEC では、製品ご購入のお客様に rClub Express 会員」への登録をご案内しております。添付の「お客 
様登録申込書」にあ要事項をご記人の上、エクスプレス受付センターまでご返送いただくか、または 
Club Express のインターネットホームぺージにてご登録ぐださい。 

http://club.express.nec.co.Jp/ 



rClub Express 会員」のみなさまには、ご希望により Express 5800シリーズをご利用になる上で役立 
つ情報サービスを、無料で提供させていただきまず。サービスの詳細は Club Express のインターネッ 
トホームページじて紹介しております。ぜひ、ご覧<ださい。 


-オンラインドキュメントについて- 

添付の 「EXPRESS (SE) CD-ROM」 には次のオンラインドキュメントが収められています。必要に応 
じて参照してください。 

• ESMPRO/ServerManager Ve「.4. 1インストレーシヨンガイド 

• DianaScope オンラインドキュメント 

添付の r バックアップ CD-ROM」 にはオンラインドキュメントとして rESMPRO/ServerAgent Ver.3.9 
(Linux 版)」の説明書が収められていまず。必要に応じて参照してください。 

バックアツプ CD-ROM:/nec/Linux/esmpo.sa/doc 
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